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[研究会]　沖縄県青年会館

　報告１　相談活動から見えてくる沖縄県民の暮らし、貧困、生活問題
　　　　　　　繁澤多美さん（特定非営利活動法人いっぽいっぽの会　共同代表）
　報告２　普天間基地があなたの近くにあったら
　　　　　　　伊波洋一さん（元 沖縄県宜野湾市長）
[バス視察]　普天間基地、嘉手納基地、名護市辺野古など
参加費10,000円（資料代･バス代含む、13日昼食代含まず）・懇親会費3,000円（12日夜)
定員30名・申込締切12月3日（月）　　　※航空券･宿泊は各自で手配して下さい。

E-mail:mail@sosyaken.jp
総合社会福祉研究所

〒543―0055 大阪市天王寺区悲田院町8―12
TEL06（6779）4894 FAX06（6779）4895

社会福祉研究交流集会　第17回合宿研究会（沖縄）

第４回　現場を励まし 元気がわく 

2013年1月12日（土）13時半～17時（予定）：研究会

　　　　 　13日（日）8時～19時（予定）： バス視察

「アメリカ優先の政治の中での
　　　　　　　県民の暮らし犠牲の実態」

詳細はいずれもホームページ http://www.sosyaken.jp/ をご覧下さい。

会　場●国労南近畿会館　２階　会議室（総合社会福祉研究所）
交　通●ＪＲ・大阪市営地下鉄「天王寺」駅　徒歩５分　　参加費●無料
申込み●事前にお名前・ご住所・電話番号を下記までお知らせ下さい。

2013年2月9日（土）

13時～16時半（予定）

アメリカ・日本の
おどろき子育て格差！
お話●吉田穂波さん

対談●ひろば150号を語る！
福祉現場の若い職員たちが企画・取
材・編集して話題になった月刊化
150号（9月号）。そのメンバーと送
り出してくれた施設長・主任がその
取り組みについて語ります。



養
生
す
る
一
本
松
を
向
こ
う
に
、
気け
せ
ん
が
わ

仙
川
河
口
に
集
ま
る

渡
り
鳥
。
津
波
で
崩
壊
し
た
施
設
や
家
屋
等
の
整
備
が
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

─
─
陸
前
高
田
市
（
一
〇
月
二
四
日
）

　

福
島
第
一
原
発
か
ら
直
線
距
離
で
約
一
九
〇
キ
ロ
。
こ

こ
に
も
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
線
が
降
り
落
ち
ま
し
た
。

自
然
椎
茸
や
キ
ノ
コ
栽
培
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
障

害
者
作
業
所
で
は
、
キ
ノ
コ
か
ら
放
射
線
が
検
出
さ
れ
て

出
荷
停
止
に
。
ウ
グ
イ
な
ど
の
川
魚
か
ら
も
放
射
線
が
検

出
さ
れ
、
市
場
に
出
せ
ま
せ
ん
。
東
京
電
力
と
補
償
問
題

で
話
し
合
い
を
し
て
い
ま
す
。

　

養
殖
水
産
業
の
再
開
が
始
ま
り
ま
し
た
。
街
や
耕
作
地

等
の
再
生
も
進
み
出
し
ま
し
た
が
、
土
地
所
有
者
が
津
波

で
亡
く
な
り
、
遺
族
も
い
な
い
ケ
ー
ス
な
ど
が
あ
り
、
調

整
や
土
地
整
備
手
続
き
な
ど
に
多
く
の
労
力
が
か
か
り
ま

す
。
し
か
し
市
職
員
の
犠
牲
も
多
く
、
復
興
に
人
手
が
足

り
ま
せ
ん
。
震
災
か
ら
来
年
三
月
で
二
年
。
災
害
復
興
住

宅
へ
の
道
筋
も
、
計
画
も
期
間
も
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
道
の

り
で
す
。「
あ
と
二
、
三
年
は
仮
設
暮
ら
し
か
な
…
…
」

と
地
元
の
人
は
つ
ぶ
や
き
ま
す
。

　

再
建
が
始
ま
っ
た
住
民
自
治
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
で
す

が
、
大
手
企
業
が
直
接
乗
り
込
み
、
自
治
を
弱
め
る
動
き

が
出
て
き
て
い
ま
す
。
大
手
企
業
の
進
出
は
、
ブ
ラ
ン
ド

力
は
あ
り
ま
す
が
、
同
時
に
現
在
の
ま
ち
の
仕
事
を
支
え

る
労
働
力
の
移
動
と
い
う
側
面
も
引
き
起
こ
す
た
め
、
単

純
に
雇
用
確
保
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。

　

被
災
地
の
住
民
自
治
の
再
生
、
育
ち
を
大
切
に
し
た
復

興
と
そ
の
支
援
に
着
目
し
続
け
た
い
。 



平へ
い
た田

応
急
仮
設
住
宅
団
地
の
木
造
型
住
宅
棟
。

各
棟
の
通
り
に
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

�

─
─
釜
石
市
（
一
〇
月
二
四
日
）

　

応
急
仮
設
住
宅
の
入
居
は
原
則
二
年
、
長
く
て
三
年
ま
で

の
取
り
決
め
で
す
。
岩
手
県
は
沿
岸
部
に
約
五
三
〇
〇
戸
の

復
興
住
宅
整
備
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
県
が
三
〇
〇

〇
戸
余
り
を
建
設
し
、
半
数
を
市
町
村
に
有
償
譲
渡
す
る
計

画
で
す
。
特
に
沿
岸
部
の
人
々
は
地
域
を
超
え
た
仮
設
住
宅

入
居
の
移
動
を
求
め
ら
れ
、
一
定
期
間
、
仮
設
住
宅
で
暮
ら

す
と
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
な
ど
、
心
理
的

に
も
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　

応
急
仮
設
住
宅
の
用
地
確
保
さ
え
困
難
だ
っ
た
自
治
体
に

と
っ
て
、
復
興
住
宅
づ
く
り
の
た
め
の
用
地
確
保
は
さ
ら
に

む
ず
か
し
く
、
農
地
整
備
と
の
整
合
性
の
問
題
や
、
応
急
仮

設
住
宅
で
は
で
き
た
木
造
や
一
戸
建
て
な
ど
の
独
自
性
を
発

揮
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を
踏

ま
え
た
孤
立
化
対
策
が
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
住
宅
建
設

で
も
重
要
な
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
き
ま
す
。
ま
た
、
仮
設

住
宅
と
は
違
い
、
復
興
住
宅
は
家
賃
が
生
じ
る
と
い
う
問
題

も
あ
り
ま
す
。

　

平
田
団
地
に
こ
の
五
月
に
設
置
さ
れ
た
、
住
民
や
訪
問
者

の
交
流
の
場
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

さ
れ
て
い
る
方
々
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。
日
常
生
活
を
送
る

た
め
の
一
定
の
機
能
は
整
備
さ
れ
た
が
、
買
い
物
は
品
揃
え

が
少
な
い
の
で
、
ど
う
し
て
も
市
街
地
に
行
か
な
い
と
い
け

な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
人
は
車
を
所
持
し
て
い
る
の
で
移
動
で

き
る
。
こ
こ
に
は
、
釜
石
だ
け
で
な
く
、
周
辺
の
自
治
体
か

ら
も
入
居
し
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
復
興
住
宅
に
移
る
と
い

う
こ
と
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
─
─
と
の
こ
と
で
し
た
。 



気け
せ
ん
ぬ
ま

仙
沼
市
鹿し
し
お
り
か
ら
く
わ

折
唐
桑
（
一
〇
月
二
四
日
）

　

気
仙
沼
港
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
船
を
見
に
、多
く
の
人
が
現
在
も
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
。
家
屋
の
跡
地
に
、

野
菜
を
育
て
る
人
、
花
を
植
え
る
人
も
お
ら
れ
ま
す
。
秋こ
す
も
す桜
が
船
を
支
え
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
ま
し
た
。

　

一
月
に
訪
ね
た
時
に
は
、
ド
ラ
ゴ
ン
レ
ー
ル
大
船
渡
線
の
鹿
折
唐
桑
駅
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
に
焼
け
焦
げ
た

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
（
唐
桑
半
島
の
「
折お
れ
い
し石
」）
が
建
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
は
な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。



石
巻
市
立
大
川
小
学
校
跡
地
（
1
0
月
2
3
日
）　

農
業

を
愛

し
、

子
ど

も
た

ち
を

愛
し

て
き

た
宮

沢
賢

治
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

傷
つ

き
な

が
ら

も
残

さ
れ

て
い

ま
し

た
。「

農
民

芸
術

概
論

綱
要

」
の

序
文

の
一

節
で

す
。

そ
れ

を
紹

介
し

、
20

12
年

の
グ

ラ
ビ

ア
の

最
後

と
し

ま
す

。
�

（
写

真
・

文
　

下
野

祇
園

）
お

れ
た

ち
は

み
な

農
民

で
あ

る
　

ず
ゐ

ぶ
ん

忙
が

し
く

仕
事

も
つ

ら
い

／
も

っ
と

明
る

く
生

き
生

き
と

生
活

を
す

る
道

を
見

付
け

た
い

／
わ

れ
ら

の
古

い
師

父
た

ち
の

中
に

は
さ

う
い

ふ
人

も
応

々
あ

っ
た

／
近

代
科

学
の

実
証

と
求

道
者

た
ち

の
実

験
と

わ
れ

ら
の

直
観

の
一

致
に

於
て

論
じ

た
い

／
世

界
が

ぜ
ん

た
い

幸
福

に
な

ら
な

い
う

ち
は

個
人

の
幸

福
は

あ
り

得
な

い
／

自
我

の
意

識
は

個
人

か
ら

集
団

社
会

宇
宙

と
次

第
に

進
化

す
る

／
こ

の
方

向
は

古
い

聖
者

の
踏

み
ま

た
教

へ
た

道
で

は
な

い
か

／
新

た
な

時
代

は
世

界
が

一
の

意
識

に
な

り
生

物
と

な
る

方
向

に
あ

る
／

正
し

く
強

く
生

き
る

と
は

銀
河

系
を

自
ら

の
中

に
意

識
し

て
こ

れ
に

応
じ

て
行

く
こ

と
で

あ
る

／
わ

れ
ら

は
世

界
の

ま
こ

と
の

幸
福

を
索た

ず

ね
よ

う
　

求
道

す
で

に
道

で
あ

る
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福祉のひろば　2012－12 6

母子家庭への支援と
　　「子ども18歳の壁」
─ひとり親家庭が安心して暮らせる社会を─

　　原
はら

　淳
じゅんこ

子さん
社会福祉法人大阪府母子寡婦福祉連合会

事務局長

当
連
合
会
は
一
九
五
〇
（
昭
和
二
五
）
年
、
戦
後
の
混
沌
と
し
た
社
会
情
勢
の
中
、
幼
い
子
ど
も
を
抱

え
た
戦
争
未
亡
人
が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
諸
先
輩
方
は「
わ
が
幸
は
わ
が
手
で
」を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
当
事
者
同
士
が
手
を
つ
な
ぎ
、
母
と
子
の
生
活
向
上
と
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
を
求
め
て
、
国
等
に

積
極
的
な
働
き
か
け
を
行
い
、
現
在
の
〝
母
子
寡か

ふ婦
福
祉
施
策
〟
を
築
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、戦
後
六
〇
年
が
過
ぎ
、時
代
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
法
律
が
見
直
さ
れ
ま
し
た
。「
母
子
福
祉
法
」

は
「
母
子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
と
な
り
、
二
〇
〇
三
（
平
成
一
五
）
年
に
は
そ
の
一
部
が
改
正
さ
れ
て
、

経
済
的
支
援
か
ら
就
業
・
自
立
に
む
け
た
総
合
的
な
支
援
へ
と
施
策
が
転
換
さ
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

当
時
の
母
子
世
帯
の
平
均
年
収
は
一
般
家
庭
の
約
三
割
と
い
う
状
況
で
し
た
。
母
子
家
庭
は
母
が
一
人
で

生
計
を
担
わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。「
経
済
の
ゆ
と
り
＝
心
の
ゆ
と
り
」
で
あ
り
、
経
済
的
安
定
が
子
ど
も

の
精
神
的
安
定
に
つ
な
が
る
こ
と
は
明
白
で
す
。
母
の
安
定
就
労
の
た
め
、
当
連
合
会
で
は
同
年
、
大
阪

府
か
ら
事
業
受
託
し
「
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー
」
や
職
業
紹
介
所
を
開
設
し
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
事
業
で
は
、
就
労
に
有
利
な
資
格
取
得
の
講
習
会
（
パ
ソ
コ
ン
、
簿
記
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

等
）
の
開
催
や
、
就
業
相
談
か
ら
求
人
情
報
の
提
供
ま
で
一
貫
し
た
就
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま

す
。
母
子
家
庭
に
な
っ
た
ば
か
り
で
ま
だ
精
神
的
に
安
定
し
な
い
時
期
に
子
育
て
し
な
が
ら
の
再
就
職
・

転
職
活
動
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
職
業
選
択
で
悩
ん
で
い
る
方
、
求
人
情
報
の
収
集
の
仕
方
や
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
で
の
求
人
票
の
見
方
が
わ
か
ら
な
い
方
、
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
書
き
方
が
わ
か
ら
な
い

方
等
に
は
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に
指
導
し
、
就
労
意
欲
を
高
め
、
よ
り
持
続
性
、
安
定
性
の
あ
る
仕
事
が
得

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
二
〇
一
〇
（
平
成
二
二
）
年
度
か
ら
は
、
国
の
安
心
子
ど
も
基

金
で
、
在
宅
就
業
に
も
結
び
つ
く
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ
養
成
講
座
を
実
施
し
、
業
務
の
知
識
、
技

能
の
養
成
か
ら
業
務
開
拓
、
効
果
的
な
就
業
斡
旋
ま
で
一
体
的
な
就
業
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
そ
の
よ
う
な
努
力
の
か
い
な
く
、
先
般
、
厚
生
労
働
省
よ
り
発
表
さ
れ
た
平
成
二
三
年
度
全
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よしなが　あつし
1955年生。1982年から24年間、京都市役所で生活保護ケース
ワーカーをはじめ福祉事務所を中心に働く。2006年度から花園
大学に移り、貧困問題、生活保護制度、ケースワーク等を担当。
著書に『生活保護の争点』（高菅出版）ほか多数。

国
母
子
世
帯
等
調
査
結
果
で
は
、
母
子
世
帯
の
平
均
年
間
就
労
収
入
は
一
八
一
万
円
で
し
た
。
母
子
家
庭

の
母
た
ち
は
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
、
ト
リ
プ
ル
ワ
ー
ク
を
し
て
も
生
活
保
護
の
基
準
額
を
下
回
る
生
活
水
準
な

の
が
現
状
で
あ
り
、
自
立
へ
の
道
は
ま
す
ま
す
厳
し
く
、
こ
の
状
態
が
続
く
と
寡
婦
に
な
っ
て
も
老
後
の

安
定
保
障
が
得
ら
れ
ず
、
希
望
の
光
さ
え
見
え
な
い
状
態
で
す
。

追
い
う
ち
を
か
け
る
よ
う
に
、
子
ど
も
が
一
八
歳
に
達
し
た
年
の
年
度
末
を
迎
え
る
と
児
童
扶
養
手
当

が
終
了
し
、ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
も
打
ち
切
り
に
な
り
ま
す
。
こ
の
大
き
な
問
題
に
つ
い
て
、

去
る
七
月
二
二
日
に
「
子
ど
も
一
八
歳
の
壁
を
乗
り
越
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
当
事
者
約
五
〇
〇
名
が
集
い
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。「
制
度
が
打
ち
切
ら
れ
た
後
に
続
く
大
学
や
専
門
学
校

へ
の
進
学
、
四
年
間
に
借
り
る
奨
学
金
の
総
額
は
平
均
し
て
約
五
〇
〇
万
円
以
上
で
す
。
大
学
を
出
て
社

会
人
と
し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
若
者
が
こ
ん
な
に
大
き
な
借
金
を
抱
え
る
国
は
他
に
は
な
く
、
貧
困
が
子
ど

も
の
代
に
連
鎖
す
る
こ
と
だ
け
は
絶
対
に
避
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」、「
お
母
さ
ん
は
家
事
や
子
育
て

を
し
な
が
ら
、
複
数
の
仕
事
を
し
て
働
き
続
け
、
子
ど
も
が
一
八
歳
を
超
え
た
頃
か
ら
心
身
と
も
に
疲
弊

し
、
年
齢
的
に
も
体
調
を
崩
す
方
が
多
い
。
安
定
し
た
仕
事
に
就
け
ず
、
経
済
的
に
も
苦
し
く
、
生
活
す

る
の
が
や
っ
と
の
た
め
、
病
院
に
行
く
の
を
我
慢
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
」
等
々
、
緊
迫
し
た
意
見
や
問

題
提
起
が
飛
び
交
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
当
事
者
が
力
を
合
わ
せ
、
改
善
を
訴
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
政
府
、
社
会
の
仕
組
み
を
切

望
し
ま
す
。

当
連
合
会
で
は
、
今
ま
で
以
上
に
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
団
体
と
し
て
使
命
感
を
持
ち
、
孤
立
し
が
ち

な
母
子
家
庭
や
寡
婦
等
へ
の
「
声
か
け
」
や
「
情
報
収
集
」「
情
報
発
信
」
に
全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
等
、

さ
ら
に
活
動
の
輪
を
拡
げ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
て
声
を
あ
げ
て
い
く
所
存
で
す
。

はら　じゅんこ
1962年生。1989年に１歳６か月の子どもを抱え離婚、母子家庭
となる。同じ境遇の仲間を求め、大阪府母子寡婦福祉連合会に
入会。その後、当事者として相談業務に従事し、お母さんたち
の自立支援に取り組み、現在に至る。
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一
九
三
七
（
昭
和
一
二
）
年
、
母
子
保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
。
そ
の
四
年
前
に
児
童
虐
待
防
止
法
が
生
ま
れ
て

い
る
。『
大
阪
府
社
会
事
業
史
』（
一
九
五
八
年
、
大
阪
社
会
福
祉
協
議
会
発
行
）
の
「
第
八
章　

近
代
の
社
会
事
業　

第
四
期
」
第
五
節
に
「
児
童
保
護
事
業
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
第
三
項
に
「
母
子
保
護
事
業
」
が
あ
る
。

「
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
の
満
州
事
変
の
勃
発
は
我
国
の
政
治
経
済
の
進
路
を
戦
争
へ
と
転
換
せ
し
め
、
そ
の

た
め
跛は

こ
う
て
き

行
的
な
軍
需
産
業
景
気
が
到
来
し
、
巷ち

ま
た

に
氾
濫
す
る
カ

フ
ェ
ー
、
バ
ー
等
に
は
夜
ご
と
『
歌
わ
せ
て
ち
ょ
う
だ
い
』
と
金
銭
を

ね
だ
る
少
女
の
姿
が
増
加
し
、
一
方
農
村
の
不
況
に
よ
る
生
活
上
の
困

窮
は
、
子
ど
も
を
中
心
に
多
く
の
悲
惨
事
を
生
み
、
児
童
の
虐
待
、
欠

食
児
童
、
身
売
り
等
の
問
題
が
山
積
し
世
人
の
注
目
を
引
く
よ
う
に

な
っ
た
。
児
童
虐
待
防
止
法
は
こ
う
し
た
現
実
を
で
き
る
だ
け
防
止
す

る
た
め
に
生
ま
れ
た
の
で
あ
る
。」

「
昭
和
六
年
の
全
国
児
童
保
護
大
会
及
び
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
の

第
五
回
方
面
委
員
大
会
に
お
い
て
当
時
新
聞
紙
上
を
に
ぎ
わ
し
て
い
た

続
出
す
る
母
子
心
中
が
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
論
議
さ
れ
た
こ
と
が
誘

因
を
な
し
て
い
る
。
同
じ
年
、
軍
事
救
護
法
が
軍
事
扶
助
法
と
改
正
さ

れ
、
戦
争
に
よ
っ
て
一
家
の
主
柱
を
失
っ
た
母
子
家
庭
の
援
護
が
強
力
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
戦
争
目
的

遂
行
と
い
う
政
治
的
配
慮
か
ら
特
に
手
厚
い
援
護
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
、
母
子
寮
の
存
在
を
大
き
く
浮
か
び
上

が
ら
せ
た
。
昭
和
八
（
一
九
三
三
）
年
に
は
感
化
法
に
代
わ
っ
て
少
年
教
護
法
が
制
定
さ
れ
、
一
四
歳
未
満
の
不

良
少
年
の
教
護
に
あ
た
る
こ
と
に
な
っ
た
。」
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シングルマザーの貧困と福祉
──幸せに生きるための応援歌はあるのか──
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